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研究成果の概要（和文）：　この研究は、日本の近世の文学・芸能・絵画に共通して見られる表現様式を明らかにする
ことを目的としている。研究成果は、２０１３年に開催された展示とシンポジウム、それらも含めた研究成果報告書『
図説　江戸の「表現」　浮世絵・文学・芸能』(全３４９頁・２０１４年３月・八木書店)である。
　この本は、近世的表現様式を持つ作品の歴史的な背景や、学術的な位置づけなどを論じたものである。これらの解説
や論文は、最新の研究を踏まえて、更に新しい発見を加えたものである。

研究成果の概要（英文）：Our purpose of this projectis to become clear the common pattern of Japanese expre
ssion on Literature,Performing arts and Ukiyo-e in the Edo era. We held an
exhibition and symposium at 2013. We published a book which named " Zusetsu Edo no Hy&ocirc;gen  Ukiyo-e,B
ungaku,Gein&ocirc;" (Illustration by pictures about Pattern of Japanese expression in the Edo era,on Liter
ature,Performing arts and Ukiyo-e) at March 2014. This book contains 349pages and was published by Yagi Sy
oten.We wrote articles about these historical background and academic significance.We added the new discov
ery to the latest study.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 
 
近世の文学・芸能・絵画には、独特の表現

様式が共通して見られる。こうした表現様式
は、かつて中村幸彦氏により「近世的表現」
と概括されたことはあったが、日本文化の基
底を理解する上で重要かつ魅力的なもので
あるにも関わらず、近世の専門性の高い学際
的研究は今までなされていなかった。そのた
め、国内外に蔵される膨大な近世文学・芸
能・絵画関係資料は、永らくその意味や魅力
が理解されないまま放置されている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本の近世文学・芸能・絵画な

どに共通して見られる特色ある表現様式を、
原典資料に即して明らかにすることを目的
としている。研究を資料の上に実践すること
によって、国内・在外古典籍に新たな解釈を
加え、その価値を示す共同研究を実施する。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、下記の方法により研究を行った。
これらは同時並行的に実施された。 
（1）資料の調査・収集（写真版・原本資料）
― 2010 年度キオッソーネ東洋美術館蔵日
本古典籍書誌調査、2010 年度収集古典籍『奇
妙図彙』等 2011 年度収集古典籍『明和期役
者俳諧摺り物』『吉原にわか番組』等。なお、
上記古典籍資料の収集には、その費用の一部
を国文学研究資料館運営費交付金より支出
している。 
（2）個別研究の実施 
（3）共同研究会の実施―2009 年度 2 回、
2010 年度 5回、2011 年度 6 回、 2012 年
度 1 回及び展示シンポジウムのための小規
模な研究会 25 回、2013 年度 研究成果報告
書作成にむけての小規模な研究会 18 回。な
お、上記共同研究会には、その費用の一部を
国文学研究史料館運営費交付金より支出し
ている。 
（4）データベースの構築 
  近世的表現様式を持つ作品の書誌的デ
ータ、表現様式の解説をデータベース構築し
た。 
（5）研究成果の発表(下記の４，研究成果に
詳述) 
 
４．研究成果 
 2009 年度には、国際的な研究成果の公開と
して、AISTUGIA(イタリア日本学会)との連携
である第3回日本文学国際共同研究集会にお
いて、「日本の〈笑い〉―文学・芸能・絵画
の表現様式を基点に―」と題した国際学術集
会(於 イタリア、ミラノビコッカ大学)を開
催した。その主な内容は以下の通りである。 
･ Bonavrntura Ruperti 「俳諧連歌における
笑い」 
･ 山下則子「江戸の〈笑い〉の表現様式―番
付と絵本―」 

・小林健二「『百鬼夜行絵巻』の滑稽性―お
歯黒お化けと角三つの鬼―」 
・Matilde Mastrangelo 「話芸による笑い」 
・Daniela Sadun 「エキゾチックで不思議な
萬古焼の世界」 
 
加えてその成果を、日本文学国際共同研究集
会報告書『日本の〈笑い〉―文学・芸能・絵
画の表現様式を基点に―』(“Humor”in 
Japan)(pp103,図版 35 図)として刊行し、国
内国外の研究者に配布した。配布の後、掲載
許可関係での送付必要がなく未配布であっ
た、東京都立中央図書館や四日市の史料館な
どから、配布希望が寄せられた。 
 
 2010 年度の国際的な研究成果公開として、
アメリカ、コロラド大学ボルダー校での
「 Publishing the Stage : Print and 
Performance in Early Modern Japan」と題
する国際研究集会で、招待研究発表「幕末役
者見立絵の見立て―『見立三十六歌撰』につ
いて―」(山下則子)を行い、好評を博した。 
 
 2011 年度の国際的な研究成果公開として、
イタリア、ボローニャ大学における第 4回日
本文学国際共同研究集会において、研究発表
「『おもはく哥合』について」(武井協三)、「見
立絵本『〔見立花づくし〕』について」(山下
則子)を行い、好評を博した。また、国内の
歌舞伎学会でも、招待学術講演「役者絵『見
立三十六歌撰』について―文学と歌舞伎から
―」(高橋(山下)則子)を行い、好評であった。 
 
 2012 年度の国際的な研究成果公開として、
イタリア、フィレンツェにおける AISTUGIA
との連携である第5回日本文学国際共同研究
集会において、研究発表「「見立」ることば
の力―絵本と歌舞伎―」(高橋(山下)則子)を
行い、多くの質問があった。 
2012 年度国内での研究成果公開は、10 月 17
日～11 月 20 日に、 研究展示「江戸の「表
現」―浮世絵・文学・芸能」(於 国文学研
究資料館展示室 2,064 名来場)を行った。併
せて2012年11月3日には シンポジウム「江
戸の「表現」―浮世絵・文学・芸能」(於 国
文学研究資料館大会議室 約 90名)を開催し
た。また、展示リーフレット『江戸の「表現」
―浮世絵・文学・芸能』(pp69 国文学研究資
料館編)も無料で入場者に配布し、併せて国
内国外の研究者に配布し、好評を博した。 
 
2013 年度は、2014 年 3月 20 日発行の研究

成果報告書 『図説 江戸の「表現」 浮世
絵・文学・芸能』(pp349 国文学研究資料館
編 八木書店発行 ) を出版した。なお、上
記研究成果報告書の刊行には、その費用の一
部を国文学研究資料館より「研究成果刊行助
成」制度によって支援された。 
ISBN978-4-8406-9689-0 
 



 『図説 江戸の「表現」 浮世絵・文学・
芸能』の内容は以下の通りである。 
 
 第 1部 絵画資料の様々 
  第 1章 前代からの視点―中世から近世
へ― 
  第 2章 役者見立絵―発生か定着まで― 
  第 3章 歌仙絵の展開 
  第 4章 ことばの見立て―地口― 
  第 5章 見立絵本と開帳 
  第 6章 句兄弟から絵兄弟へ 
  第 7章 「評判」の様式 
  第 8章 「やつし」と「縮景」 

第 9章 「尽しもの」と「揃え」 
第 10 章 ジャンルの越境 

 
 第 2部 「表現」の諸相 
 
浮世絵の表現 
 
 江戸の長ぜりふ―享保期の役者絵とせり
ふ正本に注目して―     武藤純子 
 役者絵『見立三十六歌撰』の見立てについ
て           高橋(山下)則子 
 鳥の趣向と遊戯文化―歌川芳藤「廓通色々
青楼全盛」について―    丹羽みさと 
 役者見立絵―その発生から定着まで― 
              浅野秀剛 
 
文学の表現 
 
 芭蕉発句の「見立て」表現―和歌・初期俳
諧から論じて「ヤツシ」との関係に及ぶ― 
               金子俊之 
 「句兄弟」の方法―後世の受容を中心に― 
               稲葉有祐 
 多色摺の源流―林羅山の詩箋資料― 
               伊藤善隆 
 江戸の職人歌合       吉丸雄哉 
 近世的表現としての「序」・覚書 
               山本和明 
 
芸能の表現 
 
 役者評判記における見立て評の系譜 
              倉橋正恵 
 元禄歌舞伎の「やつし」芸―「をかし」と
の結びつき―        佐藤恵里 
 近世芸能の表現―身体表現としての「芸」
―             原 道生 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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